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論文内容の要旨
本論文は，連接符号を用いた通信路に関する研究の成果をまとめたもので 7 章より構成されている。
第 1 章では，序論として，本研究の動機，意義，関連研究分野との位置づけを明らかにした。
第 2 章では，本研究の全般にわたって用いられる信頼度関数の下界に関する展望を行い，連接符号
の一般的性質について論じた，連接符号の漸近的距離比と信頼度関数の下界の関係を述べ，従来個々
に論じられていたブロック符号とたたみ込み符号を組合わせて構成される四種の連接符号について，
総合的に論じ，重要な二，三の性質を明らかにした。
第 3 章では，縦続通信路における連接符号化について考察を加えた。縦続通信路における連接符号
の符号化定理を与えた後，代数的な復号化を行う場合，ならびに加法的白色ガウス雑音のある通信路
を仮定した場合へと議論を展開し，興味ある二，三の性質を明らかにし，その結果，連接符号化は縦
続通信路によく適合することを明らかにした。
第 4 章では，並列通信路における連接符号化について考察を加えた。並列通信路において，合成内
部符号化と分離内部符号化を行ったときの連接符号の符号化定理を与え，後者は前者より小さな復号
誤り確率の上界を与える意味で優れていることなどを明らかにした。
第 5 章では，雑音のない帰還路をもっ通信路において，非逐次判定帰還を行う場合のたたみ込み符
号，ならびにブロック符号とたたみ込み符号を組み合わせて構成される四種の連接符号について考察
を加えた。帰還路をもっ通信路における両者の符号化定理を与えいずれの場合もたたみ込み符号は優
れた能力を発揮することなどを明らかにした。
第 6 章では，主として，実用的な側面から考察を加えた。前半では，消失判定を行う代数的に復号
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化される連接符号化を評価し，復号誤り確率の上界を与える誤り指数について漸近的な性質を論じた。
後半では，縦続通信路のモデルとして，ディジタル信号の再生中継通信系を想定し，実用的な見地か
らの応用の可能性について考察した。解析の結果，連接符号化により内部符号のわずかな冗長性をも
通信の信頼度改善に利用し得るなどの興味ある結論を得た。
第 7 章では，本論文全般に記述されている研究成果を要約する結論を述べ，あわせて，今後に残さ
れた問題についても論じた。
論文の審査結果の要旨
本論文は，雑音のある通信路における連接符号の適用について論じたものでその成果を要約すると
次のようである。まず，ブロック符号およびたたみ込み符号を組み合わせて構成される一般的な連接
符号について，その誤り指数による評価などを確立し，その優れた特長を明らかにしている。ついで，
通信路の基本的構成である，縦続，並列および帰還路をもっ通信路において，連接符号化は，伝送速
度，復号誤り確率などの点、で有利な性質を有することを示している。さらに縦続通信路，ならびに並
列通信路において，周波数帯域圧縮などのために付加された冗長性を，連接符号の内部符号化として
利用することにより，通信の信頼度改善が有効に行なわれることを提案し，その場合の特性を明らか
にしている。
以上のように本論文は，情報理論の分野において新しい知見を加えるものであり通信工学の発展に
貢献するところが大きし」よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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